
 

福祉教育提供プログラム 

 

★ 印のプログラムは講師謝礼、交通費等をご相談させていただく場合があります 
 

すべてのプログラムについて、時間・学年等に応じて調整し、打ち合わせにより内容を決定いたします。 

上記プログラムにかかわらず、福祉教育・総合的学習等について、お気軽にご相談ください。 

 

開催希望日の２ヶ月前にはご相談ください 

 プログラム 

１ 
福祉・ボランティアについて 

 ふくしって？福祉とはどういうことか、学習します。 

２ 

★ 

車いす当事者のお話 

 当事者の方に生活の工夫や暮らしについて、お話いただきます。 

３ 

車いす体験 

 ①車いすに“乗る体験”と“介助する体験”をします。 

 ②登り坂、下り坂、段差、スロープ等を車いすで体験します。 

４ 

★ 

視覚障がい当事者のお話 

 当事者の方に生活の工夫や暮らしについてお聞きしたり、手引きまたはアイマスク体験を代表の数名の方 

にしていただきます。 

５ 

★ 

点字体験 

 点字について学習し、点字板を使って点字を打つ体験をします。 

６ 

★ 

聴覚障がい当事者のお話 

 当事者の方に生活の工夫や暮らしについて、お話しいただきます。 

７ 

★ 

手話体験 

 手話について学習し、簡単な手話を楽しく覚えます。 

８ 

あいサポート研修（多様な障がいについて学ぶ） 

➀あいサポート運動について（約 15分） 

②障がいについて理解するための DVD視聴（約 50分） 

③簡単な手話講座（約 10分） 

９ 

認知症サポーター養成講座 

認知症サポーターとは「認知症を正しく理解して、認知症の方やご家族を支え、あたたたかく見守る応援 

者」です。※小・中・高校生対象の場合はキッズサポーター養成講座とし、認知症について一緒に考えます。 

１０ 
高齢者疑似体験（５年生以上が望ましい） 

 高齢者の身体の変化について装具を使用し体験します。 

１１ 

災害・防災について 

①災害・防災についてお話しします。 

②災害時、自分たちには何ができるのかを考えます。 

１２ 

ボッチャ体験 

パラリンピックの正式種目で障がいや年齢に関わらず、すべての人への運動やスポーツのバリアフリーについ

て考えるきっかけになります。 

スポーツを通して誰もが関わりを持ち排除されない地域づくりを考えるきっかけとする。 
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